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5 序

序

揖
　
　
斐
　
　
　
　
高　

成
蹊
学
園
史
料
館
に
は
、
学
園
創
立
者
で
大
正
自
由
教
育
の
旗
手
と
評
さ
れ
る
中
村
春
二
関
係
の
資
料
が
豊
富
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
資
料
群
の
な
か
に
は
、
中
村
春
二
の
父
で
、
明
治
時
代
に
歌
人
・
国
文
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
中
村
秋
香
の
未
紹
介
遺
稿
な
ど
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
今
を
遡
る
こ
と
十
年
近
い
む
か
し
、
成
蹊
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
の
博
士
課
程
に
在
籍
中
だ
っ
た
鈴
木
亮
君
は
、

そ
れ
ら
資
料
の
調
査
・
整
理
に
意
欲
的
に
携
わ
り
、
成
果
の
概
要
を
「
成
蹊
学
園
史
料
館
所
蔵
中
村
秋
香
遺
稿
等
分
類
目
録
」（『
成
蹊
学

園
史
料
館
年
報
』
第
四
号
）
と
し
て
発
表
し
た
。
本
書
は
そ
の
調
査
・
整
理
の
過
程
で
鈴
木
君
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
、
中
村
秋
香
作
（
門

人
武
藤
元
信
編
）
の
長
歌
集
草
稿
の
翻
刻
と
研
究
で
あ
る
。

今
日
、
秋
香
は
『
落
窪
物
語
大
成
』
を
著
し
た
国
文
学
者
、
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
を
つ
と
め
た
歌
人
と
し
て
わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
が
、

文
学
史
的
に
は
明
治
の
新
体
詩
人
（
新
体
歌
人
）
と
し
て
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
る
人
物
で
も
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
近
代
詩
は
明
治
十
五

年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
体
詩
抄
』
に
始
ま
る
と
い
う
の
が
文
学
史
の
通
説
で
あ
り
、
そ
の
『
新
体
詩
抄
』
に
刺
戟
さ
れ
て
和
歌
（
長
歌
と

短
歌
）
の
改
良
運
動
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
改
良
体
の
長
歌
を
「
新
体
歌
」
と
名
づ
け
て
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
た
の

が
中
村
秋
香
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
表
題
に
い
う
「
長
歌
」
と
は
、
伝
統
的
な
五
七
調
あ
る
い
は
七
五
調
の
長
歌

を
い
う
の
で
は
な
く
、
自
由
な
韻
律
の
「
新
体
歌
」
を
意
味
し
て
い
る
の
は
、
鈴
木
君
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

本
書
に
は
明
治
の
時
代
精
神
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
濃
厚
に
匂
い
立
っ
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
国ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

家
主
義
と
道モ
ラ
リ
ズ
ム

徳
主
義
の
鼓
吹
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秋
香
集
　
長
歌

書
　
誌

○
成
蹊
学
園
史
料
館
所
蔵

○
一
冊
（
下
巻
の
み
存
）
仮
綴
、
写
本
（
縦
二
十
四
・
九
糎
、
横
十
六
・
六
糎
）

○
表
紙　

厚
手
楮
紙

○
外
題　
「
秋
香
集
長
歌　

下
」（
中
央
、
打
付
書
）

○
内
題　

な
し

○
蔵
書
印　

な
し

○
丁
数　

様
々
な
罫
紙
に
書
か
れ
た
新
体
詩
の
草
稿
を
仮
綴
し
、
半
裁
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
な
ど
形
式
が
不
統
一
の
も
の
も
存
す
る
た
め
、
丁

数
は
数
へ
難
い
。

凡
　
例

一　

底
本
は
、
成
蹊
学
園
史
料
館
所
蔵
本
を
用
ゐ
た
。

一　

仮
名
遣
ひ
は
底
本
の
通
り
と
し
た
。

一　

漢
字
、
仮
名
の
使
ひ
分
け
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

一　

清
濁
の
別
は
、
底
本
に
於
て
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
ゐ
な
い
た
め
、
新
た
に
こ
れ
を
施
し
た
。

一　

朱
な
ど
で
抹
消
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
は
、
振
仮
名
に
限
り
（
一
部
、
注
の
箇
所
も
含
む
）、
判
読
出
来
得
る
限
り
（　
　

）
を
以
て
示
し

で
あ
る
。
こ
う
し
た
要
素
を
近
代
詩
の
出
発
点
の
中
に
正
当
に
位
置
付
け
る
の
は
、
実
は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
が
近
代
詩
の
出
発
点
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
し
て
は
、
日
本
近
代
詩
の
姿
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
君
の
手
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
本
書
は
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
研
究
資
料
の
紹
介
と
し
て
大
き
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。

鈴
木
君
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
『
秋
香
集 

長
歌
』
上
下
二
巻
の
う
ち
の
下
巻
の
み
で
、
本
来
あ
る
べ
き
は
ず
の
上
巻
を
欠
い
て
い
る
と

い
う
。
伝
統
的
な
歌
集
の
部
立
て
は
、
ま
ず
四
季
の
部
に
始
ま
り
、
恋
の
部
が
続
き
、
雑
の
部
で
終
わ
る
と
い
う
形
を
と
る
。
も
し
『
秋

香
集 

長
歌
』
上
下
二
巻
が
こ
う
し
た
伝
統
的
な
歌
集
の
部
立
て
を
意
識
し
て
編
集
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
本
書
に
翻
刻
さ
れ
る
下
巻

は
お
そ
ら
く
雑
の
部
に
当
た
り
、
欠
け
て
い
る
上
巻
に
は
四
季
や
恋
の
「
新
体
歌
」
が
収
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
書
に
翻
刻

さ
れ
る
下
巻
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
国ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

家
主
義
と
道モ
ラ
リ
ズ
ム

徳
主
義
そ
し
て
叙
事
性
は
、
欠
落
す
る
上
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
四
季

や
恋
の
「
新
体
歌
」
の
抒
情
性
と
、
ど
の
よ
う
な
相
関
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
鈴
木
君
に
は
ぜ
ひ
と
も
『
秋
香
集 

長
歌
』
上
巻
の
発
見
・
紹
介
を
心
懸
け
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
幕
末
期
の
和
歌
や
国
学
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
鈴
木
君
に
は
、
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
踏
ま
え
、
完
本
『
秋
香
集 

長
歌
』
を
も
と
に
し
て
、
新
体
詩
人
（
新
体
歌
人
）
中
村

秋
香
の
新
た
な
文
学
的
評
価
を
呈
示
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
書
の
原
稿
は
、
鈴
木
君
が
成
蹊
学
園
史
料
館
所
蔵
資
料
の
調
査
・
整
理
を
終
え
た
か
な
り
早
い
段
階
で
脱
稿
し
て
お
り
、
そ
の
時
点

で
す
で
に
公
刊
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
期
せ
ぬ
故
障
が
起
き
て
公
刊
の
実
現
が
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
事
態
に
つ
い
て
は
鈴
木
君
本
人
も
ず
い
ぶ
ん
と
気
を
揉
ん
だ
よ
う
だ
が
、
こ
の
た
び
武
蔵
野
書
院
か
ら
め
で
た
く
出
版
さ
れ
る
運
び
に

な
っ
た
。
当
初
の
原
稿
作
成
段
階
か
ら
相
談
に
与
っ
た
者
と
し
て
、
安
堵
の
思
い
を
抱
く
と
と
も
に
、
懸
案
の
出
版
が
実
現
し
た
こ
と
を

心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
う
。

平
成
二
十
四
年
八
月
立
秋
の
日
に
識
す
。



8中村秋香『秋香集　長歌』翻刻と解題9 秋香集　長歌

う
き
世
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

招
魂
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

哀
悼
歌
〈
森
大
臣
を
弔
す
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

高
等
師
範
学
校
故
矢
田
部
校
長
追
悼
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

慈
恵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

深
き
め
ぐ
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

親
の
恩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

忠
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

孝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

忠
孝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

忠
勇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

忠
君
愛
国
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

や
ま
と
心
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

節
操
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

勤
勉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

勉
励
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

欺
く
勿
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

夜
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

学
年
末
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

た
。

一　

作
者
（
中
村
秋
香
）
自
身
に
よ
る
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
訂
正
後
の
形
を
示
し
た
。

一　

改
行
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
通
り
と
し
た
。
但
し
、
底
本
追
ひ
込
み
の
場
合
は
、
追
ひ
込
み
と
し
た
。

一　

底
本
に
は
「
、」「
。

」「
。」「
」」「
』」
と
い
ふ
五
種
類
の
記
号
が
使
は
れ
て
ゐ
る
が
、「
、」「
。

」、「
」」「
』」
に
就
て
は
差
異
が
明
確

で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
「
、」「
」」
に
統
一
し
た
。

一　

割
註
は
、〈　
　

〉
を
以
て
示
し
た
。

一　

明
ら
か
に
脱
字
と
思
は
れ
る
箇
所
は
、〔　
　

〕
を
以
て
適
語
を
補
つ
た
。

目
　
次
（
底
本
に
「
目
次
」
は
附
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る
。）
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